
主 催 国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター
在宅医療・地域医療連携推進部　地域医療連携室

千葉県松戸市　いらはら診療所　在宅医療部長　医師　　　　和田 忠志 氏
国立長寿医療研究センター在宅医療・地域医療連携推進部　非常勤医師　併任

　　　　　　　

謹啓
　向春の候、皆様方におかれましては、益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。
　日頃は、国立長寿医療研究センター　地域医療連携室の取り組みにご理解とご協力を賜りまして、誠に有難うございます。
新型コロナウイルス感染拡大は、医療を提供する施設の機能崩壊危機を招き、その影響を受ける在宅医療現場や介護場面において大き
な脅威となっています。在宅医療や病診連携におきましても新型コロナウイルスへの対応は非常に重要となってきています。
　そこで今回は、新型コロナウイルスの影響下であっても、住み慣れた地域で、その人らしく過ごせるように多職種がどのように在宅
医療支援体制や地域連携体制の維持していくのかを中心課題としてセミナーを企画いたしました。
　今回、感染対策のため、集合型研修ではなく、Zoom を用いたオンラインセミナーとなりますが、万障お繰り合わせの上ご参加を賜
りますよう心よりお願い申し上げます。

謹白

国立長寿医療研究センター在宅医療・地域医療連携推進部長　三浦 久幸

参加費
無料

日 時

座 長

講 師

オンライン

2021 年  3 月 22 日（月）17：20 ～ 19：00 時
Web会議システム「Zoom」によりオンラインで開催します。

申し込み方法 セミナーに参加を希望する方は、右のQRコードを読み取り、申し込みフォームよりお申込みください。

お問い合わせ先 地域医療連携室　山田　中山　戸田
TEL︓0562-46-2311（代）　FAX︓0562-46-3309
0562-88-3010（地域医療連携室）

お申込みいただいたメールアドレス宛にZoom接続URL等をご案内いたします。（先着 100 名様で締切とさせていただきます。）
ご提供いただいた個人情報は当センターが行うイベント案内のために利用し、それ以外の目的のためには使用しません。
URL：https://www.ncgg.go.jp/hospital/overview/organization/zaitaku/news/20210224.html

国立研究開発法人
国立長寿医療研究センター

17︓20 ～ 18︓30

18︓30 ～ 19︓00

「在宅医療現場における新型コロナウイルス感染対応」

質 疑 応 答

（内容）
・在宅医療現場での新型コロナウイルス感染の特性
・陽性者・濃厚接触者情報共有について
・介護施設クラスター現場での医療提供
・新型コロナウイルス感染拡大が家族介護に及ぼす影響



講師略歴　
1990 年　東京医科歯科大学卒業、医療法人財団健和会、都立広尾病院で研修

健和会蒲原診療所・みさと健和病院を経て千葉県松戸市にあおぞら
診療所開設、その後、高知にもあおぞら診療所を開設。

2012 年　あおぞら診療所高知潮江院長退任、いらはら診療所在宅医療部長
2013 年　国立長寿医療研究センター 在宅連携医療部

（現︓在宅医療・地域医療連携推進部）医師併任
（認定医等）

日本在宅医療連合学会認定医、認知症サポート医、
日本プライマリ・ケア連合学会認定医

国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター
在宅連携医療部　

和 田 忠 志


